　　投稿原稿の形式（MSゴシック太字14pt）
　　―原稿作成にあたって（MSゴシック太字14pt）―

人間 太郎一・生活 花子二・文化 次郎三（MSゴシック10.5pt）
一大妻女子大学人間生活文化研究所・二生活文化大学人間学部（MS明朝10pt）

キーワード：人間、生活、文化、国際社会（三～五語のキーワード、MS明朝10.5pt）
	
　　 抄録
（MS明朝10.5pt　[英数字はTimes New Roman]　上限二〇〇〇文字程度）人間生活文化研究（International Journal of Human Culture Studies）は、大妻女子大学人間生活文化研究所が発行するオンラインジャーナルです。本誌では、人間の生活と文化に関わる研究論文の投稿を随時募集します。スコープは、生活科学、文学、社会学、心理学、教育学、情報学、環境学、人類学、農学、物理学、化学、生物学など、広範囲に渡ります。投稿者の資格に制限はありません。多言語対応、投稿無料で、査読を経た論文は迅速に掲載されます。J-STAGEに搭載され、海外の電子ジャーナル等からのリンクにより、論文は広く世界で読まれます。


[bookmark: _Hlk169874124][bookmark: _Hlk169874125][bookmark: _Hlk213678230][bookmark: _Hlk213678231][image: header-brie]
人間生活文化研究　Int J Hum Cult Stud.　No.**　20**
［査読有り］



	　　　　　　
	107



一　投稿論文の種類と内容（MSゴシック太字10.5pt）
　（MS明朝10.5pt[英数字はTimes New Roman]）投稿を受け付ける論文は原著 (げんちょ)論文 (ろんぶん)、短報 (たんぽう)、総説 (そうせつ)、報告 (ほうこく)、資料 (しりょう)、書評 (しょひょう)、レターです。投稿に際しては原稿の種別を選択してください。
　論文は、本誌に掲載される前に他の出版物に公表されていないものに限ります。
　論文の長さに制限を設けません。


二　原稿の形式
（一）原稿の様式
　投稿用の論文ファイルは、この書式ファイルに直接入力して作成してください。それ以外の様式で作成した原稿は受け付けません。Ａ四判縦書き二段二五行三一字詰め。その他のページ設定は、このファイルに準じてください。



（二）使用言語
①査読付きの論文（原著論文、短報）
　日本語または英語。
　日本語の場合は、次を英語で記載してください。
　　標題・副標題・著者名・著者の所属機関名・キーワード・
　　英文抄録

②査読なしの論文（総説、報告、資料、書評、レター）
　原則として使用言語を問いません。
　日本語の場合は、次を英語で記載してください。
　　標題・副標題・著者名・著者の所属機関名・キーワード・
　　英文抄録（英文抄録は省略することができます）

　日本語及び英語以外（例えば中国語やスペイン語など）の場合は、以下を英語で記載してください。
　　標題・副標題・著者名・著者の所属機関名・キーワード・
　　英文抄録

※英語の標題、副標題、著者名、著者の所属機関名、キーワード、抄録等は、すべて最終頁に記載してください。

（三）単位
　国際単位系（SI）に準拠します。


（四）原稿の構成
①標題、副標題
　日本語（またはそれ以外の言語）と英語の両言語で記載してください。

②著者名
　著者名は、姓名を略さずに、日本語（またはそれ以外の言語）と英語の両言語で記載してください。称号や学位は省略してください。著者が複数の場合は、当該研究・執筆に対し、寄与するところが多い者を先に記述します。著者は二〇名を上限とします。

③著者の所属機関名
　著者が所属している機関名を、日本語（またはそれ以外の言語）と英語の両言語で記載してください。所属機関の所在地は、郵便番号・番地などを省略せずに記載します。著者が複数いる場合は、記号や番号で著者と対応づけてください。
　単著の場合、対応番号は不要です。削除ください。

④抄録
　本文で使用した言語による抄録を付してください。日本語の場合は上限二〇〇〇字、英語の場合は四〇〇語程度を目安とします。

⑤キーワード
　三～五語のキーワードを日本語（またはそれ以外の言語）と英語の両言語で記載してください。
⑥本文
　図表も本文に挿入してください。
　本文中で文献を引用する場合には、本文中の引用箇所に順次番号をつけてください。
［例一］
　……佐藤（一）は……と述べている。
［例二］
　…………などの報告もある（二）。
［例三］
　　長文の場合は、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　・・・・二字下げ表記にて引用してください。
（番号をつけず、『文献』情報を引用末尾に記載しても結構です。）






　　　　




[image: ]［図一］ 源氏物語図屏風「胡蝶」
（メトロポリタン美術館蔵）（MS明朝太字10pt）

	年齢階級
	応募総数

	
	男女計
	男
	女

	総数
	2280
	1170
	1110

	0  ～ 19歳
	529
	271
	258

	20 ～ 39
	545
	279
	266

	40 ～ 59
	590
	302
	288

	60 ～ 79
	606
	311
	295

	80歳以上
	10
	7
	3

	
	
	
	（人）














［表一］ 表キャプション（MS明朝太字10pt）


三　査読者の選定
　査読付きの論文（原著論文、短報）の投稿時に投稿者は査読者三～五名を推薦してください。推薦された査読者は査読者選定の参考にさせて頂きます。同一研究室の研究者や師弟関係にあたる研究者などの利害関係者は推薦しないでください。推薦を受けても利害関係者が査読者に選定されることはありません。※図表中のフォントやフォントサイズ等は指定なし


四　投稿の手続き
　論文はWeb投稿とします。次の本雑誌のホームページ（URL：https://journal.otsuma.ac.jp/）で受け付けます。

謝辞
　研究の過程で何らかの援助を受けた場合、必要に応じて「謝辞」や「付記」の節を設け、簡潔な謝意を示すことができます。その場合、その援助者及び機関の名称、並びに援助の内容などを記載してください。（論文受理後ではなく、投稿時に記載してください。）

引用文献
　引用文献は本文の最後にまとめ、文献リストの記載は引用順に[一]、[二]、[三]・・・のように番号を付してください。著者名は、複数著者の場合、一人目の著者名を記述し、後はほかとしてください。
　文献リスト内では，記載事項の並び順など記載スタイルを統一ください．

※記載例
〈雑誌〉
著者名「論文名」（『誌名』出版年、巻号、開始頁ページ―終了ページ。）
[一]近藤四郎ほか「足の計測値統計の一試案」（『人類学雑誌』一九五〇年、六一巻四号、七―一四。）
[二]Ohsawa, Seiji et al. Growth standards for children's weight of 12 ethnic groups in Myanmar and Thailand. Japan Journal of Human Growth and Development Research. 2011, 51, p.46-56.

〈書籍の中の論文、章など〉
著者名「論題」（編著者名『書名』版表示、出版社、出版年、開始ページ―終了ページ。）
[一]鵜飼保雄「遺伝率の相対性」（『量的形質の遺伝解析』医学出版、二〇〇二年、一〇九―一一〇。）

〈ウェブサイト〉
著者名「ウェブページの題名」。ウェブサイトの名称。入手先、（入手日付）。
[一]科学技術振興機構「参照文献の書き方」。科学技術情報流通技術基準。
http://sist-jst.jp/handbook/sist02_2007/main.htm （参照二〇一二年二月十五日）。

〈特許〉
特許出願人名「発明の名称」特許文献の番号等。公開特許公報等の発行の日付。
[一]文部科学省研究振興局長「廃プラスチック選別機」特許第3752522号。二〇〇六年三月八日。

付記
　「謝辞」の項と同様です。






人間　太郎（にんげん　たろう）（MSゴシック太字10.5pt）
現職：大妻女子大学人間生活文化研究所研究員
　　　　　　　　　　　　　　　　（MS明朝10.5pt）顔写真
サイズの目安
縦2.5㎝横2.0㎝


〇〇大学〇〇科〇〇課程修了。（学位など）。
専門は〇〇学。
〇〇〇〇学会『〇〇〇』誌編集委員（二〇＊＊～現在まで）。
〇〇〇〇〇〇協会客員研究員（二〇＊＊～現在まで）・〇〇〇〇学会理事（二〇＊＊～現在まで）。
一九＊＊年〇〇県生まれ。〇〇大学院修了後，〇〇〇〇を経て、〇〇大学に勤務した。
一九＊＊年代より〇〇の〇〇〇〇研究に従事、現在は〇〇と共同して〇〇〇〇の調査を行っている。

主な著書、論文：
書籍名（単著、出版社、出版年）
書籍名（共著、出版社、出版年）
論文名（『誌名』巻号、出版年、開始ページ―終了ページ）
（MS明朝10.5pt）

※著者が複数いる場合には、「著者紹介」は筆頭の方のみの掲載となります。
※所属・職名・学位を明記し、併せて研究経歴・専門分野・主要業績など、研究的背景を明示ください。特定の所属がない場合でも、これまでの職歴、教育・研究活動、または専門的実践の来歴を簡潔に記載し、「元〇〇大学教授」「〇〇高等学校教員」「〇〇研究会代表」など、研究・教育・専門活動上のバックグラウンドを示す表記を行ってください。

Manuscript format (Times New Roman Bold 11pt)
―For papers written in Japanese (Times New Roman Bold 11pt)―

Taro Ningen1, Hanako Seikatsu2, and Jiro Bunka1 (Times New Roman 10pt)
1Institute of Human Culture Studies, Otsuma Women’s University
12 Sanban-cho, Chiyoda-ku, Tokyo, 102-8357 Japan
2Faculty of Human Studies, Seikatsu Bunka University
8 Goban-cho, Chiyoda-ku, Tokyo, 102-0000 Japan

Key words：Human, Life, Culture, Global society (Times New Roman 10.5pt)

Abstract
(Times New Roman 10.5pt) The International Journal of Human Culture Studies is the online journal for the Institute of Human Living Science at Otsuma Women’s University, a research center with over 30 years of history. The journal is seeking research manuscripts dealing with various aspects of human living and culture. Submissions may cover a broad range of fields, including: human life science, literature, sociology, psychology, education, informatics, environmental science, anthropology, agriculture, physics, chemistry, biology, and others. The journal welcomes authors of all backgrounds, in various languages, and submissions are free of charge. Manuscripts are published promptly after passing editorial and/or peer review. The journal uses J-STAGE (Japan Science & Technology Information Aggregator, Electronic), and links with international electronic journals and other sites, to allow your paper to be read by a worldwide audience.
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